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（午前10時00分）
　　　　◎開会の宣告
○議長（鹿中順一君）　おはようございます。

ただいまの出席議員は全員であります。

ただいまから平成23年第８回津別町議会臨時会を開会します。
　　　　◎開議の宣告
○議長（鹿中順一君）　これから本日の会議を開きます。
本日の会議に付する議案は、お手元に配付のとおりです。
◎会議録署名議員の指名
○議長（鹿中順一君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
会議録署名議員は、会議規則第118条の規定により、議長において
２番　谷　川　忠　雄　君　　　　３番　茂呂竹　裕　子　さん
の両名を指名します。
　　　　◎会期の決定

○議長（鹿中順一君）　日程第２、会期の決定を議題とします。

　お諮りします。

　本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。

　これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　したがって、本臨時会の会期は本日１日間に決定しました。

　　　　◎諸般の報告

○議長（鹿中順一君）　日程第３、諸般の報告を行います。

　事務局長に報告させます。

○事務局長（長良英俊君）　これから諸般の報告を申し上げます。

　本日の議事日程については、お手元に配付してあります日程表のとおりであります。

　本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表としてお手元に配付しているとおりでありますが、職務の都合により一部に異動がある場合がありますことをご了承願います。

　前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりであります。

　以上でございます。

○議長（鹿中順一君）　これで諸般の報告を終わります。

　　　　◎行政報告並びに提案理由の説明

○議長（鹿中順一君）　日程第４、行政報告並びに提案理由の説明を行います。

　町長から行政報告並びに提案理由の説明に関して発言の申し出がありますので、これを許します。

　町長。

○町長（佐藤多一君）　〔登壇〕　おはようございます。本日ここに第８回臨時議会を招集いたしましたところ、議員各位には極めてご多忙のところご出席賜り、厚くお礼申し上げます。

　ただいま発言のお許しをいただきましたので、第７回定例議会後の行政報告と本日付議いたしております４件の議件につきまして提案の概要をご説明申し上げます。

　はじめに、叙勲についてでありますが、平成23年秋の叙勲におきまして、津別町字幸町、丸玉産業株式会社津別病院名誉院長、近藤益夫様が、長年にわたり地域医療に貢献された事績により瑞宝双光章の栄誉に浴されました。先生は、町民の安全・安心のよりどころであり、医療・介護・福祉・公衆衛生等行政の根幹を支え、本町の礎となっていただきました。この賜りました多大なご功績とご尽力に、改めて感謝を申し上げる次第であります。

　次に、寄附についてでありますが、10月７日、津別町字豊永、阿部博康様より、特別養護老人ホームいちいの園の運営に役立ててほしいと30万円のご寄附をいただいたところであります。さらに、11月10日、津別町字豊永、大松アサ子様より、デイサービスセンターの運営に役立ててほしいと10万円のご寄附をいただいたところであります。ご厚志に深く感謝申し上げ、ご趣旨に沿って有意義に使用させていただく所存であります。

　また、11月１日、津別町字新町、丸玉産業株式会社取締役社長　大越敏弘様より、丸玉産業森づくり基金の原資として1,000万円のご寄附をいただいたところであり、４年目となりますご厚志に深く感謝申し上げますとともに、条例に基づきご趣旨に沿って有益に使用させていただく所存であります。

　次に、ツール・ド・北海道２０１１についてでありますが、９月17日、国内外から招かれた20チームの選手約90名が弟子屈町川湯温泉をスタートし、標高754メートルの津別峠を駆け上がり、津別町から陸別町を経由し、鹿追町でゴールする210キロメートルの第２ステージが開催されたところですが、当日は雨の気配にもかかわらず、多くの町民の方々に沿道より声援をいただき、選手たちは大いに励まされたと聞いているところであります。大会運営にあたり、コース整理員としてご協力いただいた交通指導員、スポーツ推進委員の方々に深く感謝申し上げる次第であります。

　次に、東日本大震災義援金についてでありますが、役場正面玄関ロビーに設置していた義援金募金箱を、日本赤十字社の受け付けが９月末で終了するため９月21日をもって撤去し、募金額46,763円を日本赤十字社津別町分区に手渡したところであります。募金いただいた町民の皆様に感謝申し上げますとともに、改めて被災された方々に対し、お見舞いを申し上げる次第であります。

　次に、第16回つべつ日本フィルセミナーについてでありますが、本年も日本フィルハーモニー交響楽団員によるセミナーが９月23日から25日までの３日間、中央公民館を中心に行われ、全国各地から集まった59名のアマチュア演奏家と津別中学校吹奏楽部の皆さんが、プロの演奏家より直接指導を受けました。最終日の夜には、日本フィル団員とセミナー受講者による恒例の演奏会が開催され、約200名の聴衆に感動を与えたところであります。毎年、この事業を支えていただいております日本フィル並びに関係者の皆様に対し、心からお礼を申し上げる次第であります。

　次に、高齢者に対するお祝いについてでありますが、９月26日、町から長寿のお祝いとして喜寿104名、米寿52名、白寿５名の方々に益々のご健勝を願いつつ記念品を贈呈いたしました。今後とも、高齢者の皆様が健やかで安心して暮らせるまちづくりに取り組んでまいりたいと存じます。

　次に、第10回つべつ紅葉マラソン大会についてでありますが、10月２日、道道屈斜路津別線をコースとした紅葉マラソン大会に道内外から219人がエントリーされました。大会当日は、10月初旬とは思えない寒さの中、最年少は４歳の子どもから最高齢は87歳の方まで参加され、色づき始めた紅葉を眺めながら健脚を競い、さわやかな汗を流しておりました。大会運営にあたり、体育協会、スポーツ推進委員をはじめ、交通指導員や連合ＰＴＡ、町子連、陸上競技関係者など多くの町内ボランティアの方々にご協力をいただきましたことに深く感謝申し上げる次第であります。

　次に、第１回つべつ産業まつりについてでありますが、10月９日秋晴れの中、多目的活動センターさんさん館及びＪＡつべつ駐車場において、つべつ産業まつり実行委員会の主催により、延べ約1,600人の来場を得て盛大に開催されました。会場では、旬の野菜をはじめ津別町で生産・加工された物品の販売、お楽しみ抽選会や餅まき大会などのイベントが行われ、中心市街地での賑わいを創出し、農商工など関係団体が一堂に会した事業として大変意義深い催し物となったところであります。また、この産業まつりにご協賛、ご協力をいただいた32の団体の皆様に深くお礼を申し上げる次第であります。

　次に、地域材利用施設見学会についてでありますが、10月13日、オホーツク総合振興局東部森林室の主催により、「多目的活動センターさんさん館」、「まちなか団地」、「丸玉産業株式会社津別工場」を会場として、北海道水産林務部安田森林環境局長をはじめ、オホーツク総合振興局管内の木材関係者と各自治体の建設課関係職員67名の出席を得て開催され、地域材の利用促進を図るための木製品の優位性や用途などについて意見交換が行われました。

　次に、２０１１津別ウッドクラフト展についてでありますが、２００６年よりテーマを「あったらいいな、こんなもの」と設定し、今年度は普段の生活にあったらいいと思うものを募集したところ、山口県や新潟県をはじめ全国各地から、大人の部15点、子どもの部14点の応募があり、10月21日に審査会を実施したところです。審査の結果、大人の部、子どもの部、審査員特別賞を合わせて10名の入賞作品を決定し、11月６日まで一般公開したところですが、審査員からは、大人の部については「豊かな発想のもと、確かな技術と根気のいる作業を積み重ねたすばらしい作品が多い」、子どもの部については、「一生懸命に作品に取り組んだ努力の跡が伺える作品が多い」との講評があり、親子木工教室や木育事業をとおして効果の一端が現れたものと思うところであります。

　次に、東京つべつ会についてでありますが、10月23日に東京グリーンパレスにおいて、会員ほか関係者55名が出席し、「東京つべつ会総会」が開催されました。津別町からは鹿中議長、山下農協組合長、並びに石橋商工会長も参加され、ふるさとまつりを収録したＤＶＤの放映なども行い、盛大の中にも心温まる総会となりました。役員の皆様、会員の皆様には、ふるさと津別の応援団としてさらなるご支援、ご協力をお願いする次第であります。

　次に、青少年海外研修派遣事業についでありますすが、本年も津別高等学校の生徒３名、引率者１名の計４名を10月24日から11月７日までの15日間、ニュージーランドに派遣いたしました。現地では、ホームステイを中心にさまざまな体験と研修を重ね、将来を担う若者として異なる国の文化や生活習慣を経験するなど、国際的な視野を広め無事帰国したところです。今後は、この研修成果を学校生活はもとより広く各方面において大いに発揮されることを期待するものであります。

　次に、つべつリコーダーセミナーについてでありますが、４回目となる今年は、10月29日と30日の両日、中央公民館を会場に金子健治氏ほか３名のプロ演奏者を講師として、全国から59名の方々が受講し開催されました。30日夜には講師、受講生がコース別や全体合奏、そして講師による演奏など工夫を凝らしたコンサートが行われ、約120名の観客を魅了したところですが、セミナーの運営にあたられた関係者の皆様に深く感謝申し上げる次第であります。

　次に、グレステンスキー場についでありますが、本年の開設は、５月１日から10月30日までの土、日曜日及び祝祭日、並びに７月20日から８月20日までの89日間で、利用者数は1,153人と昨年より311人の減となりました。減少の要因としましては、５月の連休の悪天候によるオホーツク管内の利用者の減と、夏休み期間中の道内利用者の減が主なものですが、町内の利用者は昨年より若干増加しており、今後も広くＰＲに努め、一般利用者や合宿チームの拡大を進めてまいります。

　次に、温水プールすいむの利用状況についでありますが、５月１日から10月30日までの157日の開館で、利用者総数は9,917人と前年に比べ1,260人の減となりました。児童数の減少などに伴う、水泳人口の減少傾向が続いていますが、今後とも学校授業や町民の健康増進とスポーツ振興の場として適切な管理と運営に努めてまいります。

　次に、ふれあいパークゴルフ場の利用状況についてでありますが、昨年よりパークゴルフ協会のご協力により、管内で最も早いパークゴルフ大会を本町で開催することとあわせ、春の雪解けも早かったことから４月24日にオープンし、10月31日まで167日の営業でしたが、利用者数は20,932人と前年より1,992人減となり、愛好家の減少が依然続いているところです。本年もコース整備や大会運営にパークゴルフ協会の皆様のご協力をいただきましたことに深く感謝申し上げますとともに、今後とも利用者の皆様に親しまれ、愛されるパークゴルフ場として一層の管理運営に努めてまいります。

　次に、スポーツ合宿の状況についてでありますが、10月をもってすべて終了し、ラグビー６チーム延べ3,258人、サッカー７チーム延べ713人、野球１チーム延べ128人、バスケットボール２チーム延べ144人、グレステンスキー22チーム延べ427人で、合計38チーム4,670人となり前年度比37人の増となりました。今後も合宿誘致に向けて鋭意努力を行うとともに、ご協力いただきました合宿実行委員会並びに関係者の皆様に心からお礼を申し上げる次第であります。

　次に、平成23年度津別町功労者・善行者表彰式についてでありますが、11月３日、文化の日に、多くの出席者の皆様とともに功労者５名、善行者２名の方々を表彰いたしたところであります。表彰の栄誉に浴された皆様は、それぞれの分野において町勢の振興発展に寄与された事績によるもの、多額の篤志をいただいた実績によるもの、改めて心より敬意を表する次第であります。

　次に、南アルプス市「ありがとう・心あったか祭り」についてでありますが、11月３日、南アルプス市桃源文化会館周辺において行われ、市からの要請に応え、津別町商工会とともに本町の農産物やオホーツクの海産物などの物産販売を行いました。本年は商工会から中島副会長に参加いただき、南アルプス市商工会との交流を行ったほか、有機栽培のジャガイモを販売するなど、津別町のＰＲや観光協会との交流も行われたところであります。物産販売等にご協力いただきました関係各位に感謝申し上げますとともに、今後とも南アルプス市とのさまざまな交流をさらに深めてまいる所存であります。

　次に、津別峠展望施設についてでありますが、道道の冬期間閉鎖による通行止めにより11月４日で閉鎖いたしました。今季は、東日本大震災の影響もあり、５月から６月の入り込みは、昨年実績を1,900人余り下回り、逆に７月から８月の入り込みは昨年実績を3,600人余り上回りましたが、シーズン総計では昨年実績を1,800人余り下回る52,133人の入り込み結果となりました。

　次に、台湾龍馬会についてでありますが、10月14日に台湾龍馬会事務局長が来町され、先に行政報告を行った町内相生での別荘建設計画の件について、面積要件が不足との判断から計画中止の意向が示されましたのでご報告いたします。

　次に、台湾訪問についてでありますが、11月９日から13日までの間、私と教育委員長職務代理者及び学校教育課長、津別町日台親善協会から正副会長、町議、自治会連合会会長の計７名で彰化県二水郷を訪問いたしました。今回の訪問の主な目的は、二水郷砲水祭への参加を通して、今後の友好都市提携と中学生の相互交流について意見交換を行うものでした。友好都市の提携については、二水郷長より賛意が示され、台湾外交部立ち合いの下で行いたいとの考えであり、今後は外交部とも協議を進め正式な日程等が決定された折には、改めて協議を行うこととしたところです。中学生の相互交流については、郷長より津別町からの訪問は大歓迎するが、二水郷から津別町へ派遣するには経費の問題があるため外交部に立ち会いを求めたいというものでした。一方、中学校校長との話し合いにおいては、津別町からの受け入れについては何も問題はないとのことでしたが、郷長同様に二水郷からの派遣費用の課題が出されたものの、来年夏に中学校長・ＰＴＡ会長等が来町する意向が示され、その後、父母等にＰＲしながら生徒の派遣を行いたいとのことであったことから、今後さらに協議を行ってまいりたいと考えます。今回の訪台にあたり、駐日台北経済文化代表処札幌分処をはじめ、二水郷、彰化県、台湾政府の関係者や多くの方々にお世話になりましたことに改めてお礼を申し上げる次第であります。

　次に、震災がれき受け入れに関する新聞報道についてでありますが、11月23日の北海道新聞に岩手・宮城の震災がれきの受け入れ記事が掲載され、津別町は受け入れの可否を公表しなかったと報道されたところです。これは、大本は経済産業省の調査がオホーツク総合振興局を通じて各市町村の受け入れ可否について調査を行ったものですが、公共団体名の公表はしないとされていたことから、これに沿って取材に対して公表できないと回答したものであり、町民の皆さんに対し公表できないというものではありません。なお、津別町としましてはこの調査に対し、震災がれきの受け入れは困難と報告しているところです。

　引き続き、本日の付議議件について、提案の理由をご説明申し上げます。

　承認第11号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて）」は、平成23年９月28日発生した町営バスが自家用車に接触したことによる物損事故について、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分をしましたので、同条第３項の規定により議会に報告し、承認を求めるものであります。

　議案第62号「津別町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について」は、人事院勧告に基づき、12月より給料表を改定して減額し、年間調整として本年４月から支給した分との差額を12月期末手当で減額調整の措置が必要となることから条例の一部を改正しようとするものであります。

　議案第63号「津別町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は、平成23年度に取得いたします、まちなか団地を条例へ追加するとともに、共同施設である駐車場の整備数が増加することから所定の変更をしようとするものであります。

　議案第64号「財産の取得について（町営住宅）」は、平成22年９月３日に議案第65号で議決をいただきました津別町営住宅まちなか団地（Ⅰ工区）買取事業に関する協定に基づき、平成23年度完成しました町営住宅を取得するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　以上、提案議件について申し上げましので、慎重にご審議の上、原案にご協賛賜りますようお願い申し上げ、行政報告並びに提案理由の説明にかえる次第であります。

　よろしくお願いいたします。

○議長（鹿中順一君）　以上で行政報告並びに提案理由の説明を終わります。

　

　　　　◎承認第11号

○議長（鹿中順一君）　日程第５、承認第11号　専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて）を議題とします。

　内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（上野安男君）　ただいま上程となりました承認第11号　専決処分の承認を求めることについて、専決処分第16号　損害賠償の額を定めることにつきまして内容の説明を申し上げます。

　この専決処分は、車両の物損事故に対する損害賠償であります。専決処分第16号をごらんください。専決処分の理由は特に緊急を要するため議会を招集する時間的な余裕がないため専決処分を行いました。

賠償の理由でありますが、平成23年９月28日、町営バスが豊永のバス駐車場から発車する際、隣に駐車しておりました自家用車に接触し、相手車両に損害を与えたことによる損害賠償であります。損害賠償の金額は34万3,800円であります。損害の相手方は、網走郡津別町字＊＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊氏であります。

今回の事故は、バス運転乗務員の不注意によるものであり、ハンドル操作のミスによるものであり、相手方に損害を与えましたことにつきまして、おわびを申し上げます。今後細心の注意を払い、安全運転の励行に努めるよう指導してまいりますので、本件につきましてご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（鹿中順一君）　本案について質疑を許します。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長(鹿中順一君)　建設課長。

○建設課長（上野安男君）　ただいま説明申し上げました賠償の相手方の番地が間違ってございました。＊＊＊＊＊＊＊＊に訂正願いたいと思います。

○議長（鹿中順一君）　ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　質疑を終結いたします。

　これから討論を行います。

討論ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　討論なしと認めます。

　承認第11号を採決いたします。

　この採決は起立によって行います。

　本案は、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。

　　　　　　　　　　　　　　　（賛成者起立）

○議長（鹿中順一君）　起立全員です。

　したがって、本案は原案のとおり承認されました。

　　　　◎認定第１号～認定第９号

○議長（鹿中順一君）　日程第６、認定第１号　平成22年度津別町一般会計決算の認定から日程第14、認定第９号　平成22年度津別町上水道事業会計決算の認定についてまでの９件を審議の都合上一括議題にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　したがって、日程第６、認定第１号　平成22年度津別町一般会計決算の認定についてから日程第14、認定第９号　平成22年度津別町上水道事業会計決算の認定についてまでの９件を一括議題とします。

　本件については、去る９月22日、第７回津別町議会定例会において決算審査特別委員会を設置し、同委員会に付託の上、閉会中の継続審査とされましたが、同委員会から審査報告書が提出されましたので、本臨時会に付議するものであります。

　本案９件について、決算審査特別委員会委員長の報告を求めます。

　山内委員長登壇願います。

　山内委員長。

○委員長（山内　彬君）　〔登壇〕　ただいま議長から指名がありましたので、決算審査特別委員会の審査経過についてご報告いたします。

　平成22年度の津別町一般会計ほか７特別会計、１企業会計決算の認定につきましては、平成23年９月22日、第７回津別町議会定例会において、本件審査のため、議長及び議会選出の監査委員を除く全議員による決算審査特別委員会が設置され、津別町一般会計、津別町国民健康保険事業特別会計、津別町老人保健事業特別会計、津別町後期高齢者医療事業特別会計、津別町介護保険事業特別会計、津別町介護サービス事業特別会計、津別町下水道事業特別会計、津別町簡易水道事業特別会計、津別町上水道事業会計、以上９件の決算審査について当委員会に付託され、閉会中の継続審査とされたものであります。

同日、第１回決算審査特別委員会が開催され、この委員会におきまして私が委員長に、副委員長に村田政義委員が選出された次第であります。

第２回決算審査特別委員会を10月28日に招集し、議場におきまして、特別委員のほか議長、監査委員、理事者、関係職員の出席のもとに開催され、一般会計の歳出については数款ごとに審査を行い、歳入については一括審査を行い、その他付属資料については、事項別明細書とあわせ同時に審査を行いました。また、各特別会計等については、歳入・歳出一括審査を行い、その結果、当委員会に付託されました、一般会計並びに特別会計等については、慎重審査の結果、原案のとおり認定することに決定した次第であります。なお、審査にあたって少数意見の留保はなかったことを申し添えます。

　以上、認定第１号から認定第９号までの各会計の決算審査経過を申し上げ、決算審査特別委員会の報告といたします。

○議長（鹿中順一君）　それでは、委員長報告に対する質疑を許します。

　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　質疑を終結します。

　お諮りします。

討論は省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　したがって、討論は省略することに決定しました。

　これから平成22年度津別町一般会計及び特別会計等の決算認定について採決をします。

　この決算に対する委員長の報告は、認定とするものです。

　これから、認定第１号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第２号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第３号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第４号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第５号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第６号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第７号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第８号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　次に、認定第９号を採決します。

　この決算は、委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　異議なしと認めます。

　したがって、日程第６、認定第１号　平成22年度津別町一般会計決算の認定についてから、日程第14、認定第９号　平成22年度津別町上水道事業会計決算の認定についてまでの９件については、認定することに決定しました。

　　　　◎議案第62号

○議長（鹿中順一君）　日程第15、議案第62号　津別町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。

　内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（林　伸行君）　ただいま上程されました議案第62号　津別町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。

　最初に、条例改正の考え方を申し上げます。平成23年度の国家公務員の給与につきまして去る９月30日、人事院勧告が行われましたが、政府は人事院勧告制度を尊重するという基本的な考え方を示しながらも、人事院勧告を実施するための給与特例法案を国会に提出せず、かわって我が国の厳しい財政状況と東日本大震災への国難に対処するため、国家公務員の給与を平均7.8％引き下げる給与臨時特例法案を今国会に提出いたしました。こうした国等の対応を踏まえて、今年度の本町職員の給与水準について検討した結果、国の対応とは違う形となりますが、これまで地公法に定める給与決定の諸原則を基本として人勧に準拠してきていることや、近隣市町の対応等を総合的に勘案し、本町職員の月例給を人勧どおり引き下げることとして、津別町職員の給与に関する条例等の一部を改正したく、地方自治法第96条第１項の規定により議会の議決を求めるものであります。

　今回、本町職員の給与条例を改正しようとする内容の１点目は、人事院勧告内容を基本として、50歳代を中心に職員の月例給を最大0.5％、平均0.2％引き下げる給与表の改定です。

　２点目は、平成19年度の新給与制度導入時から減給補償の対象となっている職員の月額給与についても現行99.59％の支給からさらに引き下げて月額給与を99.1％の支給にするものです。これら月例給の引き下げによる調整は、給料及び各種手当を４月から減額することとし、減額した額は12月の期末勤勉手当から差し引いて支給することとなります。

なお、人事院勧告内容に盛り込まれております経過措置の取り扱い、いわゆる新給与制度導入時の減給補償の取り扱いは、来年４月以降に係る内容であるなどから、北網各市町と情報交換の結果３月まで引き続き調査検討することといたしました。したがいまして、この経過措置の取り扱いは改めて協議させていただきます。

　それでは、議案第62号の条文を説明させていただきます。最初に津別町職員の給与に関する条例の一部改正ですが、改正規定は説明資料の新旧対照表で説明させていただきます。１ページから６ページにかけての別表第１は、本町職員の給与表ですが、２ページの５級37号俸、下のほうです。２ページの下の方の５級37号俸や６級29号俸など、アンダーラインの引かれている部分が減額になるところで、各級の該当号俸において、平均0.2％減額するという内容であります。

次に、津別町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例附則の改正ですが、７ページをお開き願います。附則第６項は、平成19年度に改正いたしました給料の切替えに伴う経過措置、いわゆる減給補償に対する一部改正条例の附則を今回さらに一部改正するもので、改正後は、減給補償されている職員についても現行99.59％の支給からさらに引き下げて月額給料を99.1％の支給にするものです。

議案の条文にお戻りいただいて、改正附則ですけれども、第１項は施行期日で、この条例は平成23年12月１日から施行するものです。

第２項は、給料が減額になる職員については既に支払いした４月以降の月額給料、管理職手当、扶養手当及び住居手当、さらに６月支給の期末勤勉手当に0.37％掛けた額を12月に支給する期末手当からまとめて差し引いて調整するという特例措置であります。

なお、今回の改正による影響額ですが、削減の対象は85人で、これらの職員の削減額は職員１人平均３万600円、年間支給総額で約260万円の減額となりますが、この人件費に係る予算の精査は12月議会で補正対応させていただきたいと考えております。

　以上、改正内容についてご説明申し上げましたので、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（鹿中順一君）　本案について質疑を許します。

　ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　質疑を終結します。

　これから討論を行います。

　討論ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　討論なしと求めます。

　議案第62号を採決します。

　この採決は起立によって行います。

　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

　　　　　　　　　　　　　　　（賛成者起立）

○議長（鹿中順一君）　起立全員です。

　したがって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　◎議案第63号

○議長（鹿中順一君）　日程第16、議案第63号　津別町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。

　内容の説明を求めます。

　建設課主幹。

○建設課主幹（江草智行君）　ただいま上程となりました議案63号　津別町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につきまして説明申し上げます。

改正理由につきましては、提案理由で申し上げましたとおり津別町営住宅まちなか団地Ⅰ工区買取事業の実施に伴い取得予定のまちなか団地６戸の追加と、共同施設である駐車場について整備数が増加したことから条例の一部を改正するものであります。

　それでは、説明資料の新旧対照表に沿い内容を説明したいと思います。資料につきましては８ページ、９ページになります。改正部分につきましては、９ページをごらんください。別表（１）町営住宅の末尾に今回取得いたしますまちなか団地６戸につきまして住戸タイプごとに追加するものでございます。共同施設の駐車場につきましては、その下段、別表（２）共同施設の末尾、表では一番下になりますが、まちなか団地駐車場の整備数をこれまでの「15」から「23」に改正するものであります。

議案の条文に戻っていただきまして、附則につきましては、この条例は平成23年12月１日から施行しようとするものであります。

　以上、内容について説明申し上げましたので、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（鹿中順一君）　本案について質疑を許します。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　質疑を終結します。

　これから討論を行います。

　討論ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　討論なしと認めます。

　議案第63号を採決します。

　この採決は、起立によって行います。

　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

　　　　　　　　　　　　　　（賛成者起立）

○議長（鹿中順一君）　起立全員です。

　したがって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　◎議案第64号

○議長（鹿中順一君）　日程第17、議案第64号　財産の取得について町営住宅を議題とします。

　内容の説明を求めます。

　建設課主幹。

○建設課主幹（江草智行君）　ただいま上程となりました議案第64号　財産の取得についてを説明申し上げます。

　提案の理由につきましては、提案理由でも申し上げましたとおり平成22年９月３日の臨時議会において、議案第65号で議決いただきました津別町町営住宅まちなか団地Ⅰ工区買取事業に関する協定に基づき、平成23年度完成分の町営住宅を取得するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　それでは、内容について説明をさせていただきます。取得する財産は町営住宅であります。

財産の内容としまして、議案の裏面をごらんください。取得する財産の住所は、津別町字旭町11番地１です。財産の種類及び数量は、町営住宅はＣ棟といたしまして、延べ床面積が436.80平方メートル、戸数は６戸となっております。住戸タイプの内訳といたしましては、１ＬＤＫが２戸で、延べ床面積は125.94平方メートル、２ＬＤＫが３戸で、延べ床面積223.51平方メートル、３ＬＤＫは１戸で、延べ床面積が87.35平方メートルでございます。取得する財産の構造は、木造平屋建てとなっております。

前のページにお戻りいただきまして、契約の方法は随意契約で、買取金額は6,263万3,550円。うち消費税及び地方消費税額は、296万9,850円であります。取得の相手先としましては、代表企業、網走郡津別町字東２条23番地、津別建設株式会社代表取締役　蓮井和一でございます。

　以上、説明申し上げましたので、ご承認くださるようよろしくお願いいたします。

○議長（鹿中順一君）　本案について質疑を許します。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　質疑を終結します。

　これから討論を行います。

　討論ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「なし」の声あり）

○議長（鹿中順一君）　討論なしと認めます。

　議案第64号を採決します。

　この採決は、起立によって行います。

　本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

　　　　　　　　　　　　　　　（賛成者起立）

○議長（鹿中順一君）　起立全員です。

　したがって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　◎報告第16号

○議長（鹿中順一君）　日程第18、報告第16号専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）を議題といたします。

　暫時休憩します。

　　　　　　　　　　　　　休憩　午前10時48分

　　　　　　　　　　　　　再開　午前10時50分

○議長（鹿中順一君）休憩を閉じ再開します。

　町長から地方自治法第180条第１項の規定により専決処分の報告書の提出がありましたので、本臨時会に報告するものであります。

　本件については、ご了承を願います。

　　　　◎報告第17号

○議長（鹿中順一君）　日程第19、報告第17号　例月出納検査の報告についてを議題とします。

監査委員から平成23年度８月分、９月分、10月分の例月出納検査について報告書が提出されたので、本臨時会に報告するものであります。

　本件については、ご了承願います。

　　　　◎閉会の宣告

○議長（鹿中順一君）　これで、本日の日程は、全部終了しました。

　会議を閉じます。

　平成23年度第８回津別町議会臨時会を閉会します。

　ご苦労さまでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前10時51分）
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